
平成 26（2014）年

せとうち広
報

「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

６

ました。また市が重要文化財（彫刻）に指定した金剛力士立像（本紙 5 ページ参照）
が安置されている妙興寺仁王門の前では、和太鼓集団「名刀太鼓」の演奏があり、
ムードを盛り上げていました。（写真　にぎわう市場小路（上）／太鼓の演奏（下））

４月 27 日、長船町福
岡の市場小路一帯で
春の備前福岡の大市
が開催されました。
この日会場近くの仲
﨑邸で結婚式を行っ
た新郎新婦も、大市
のテントが立ち並ぶ
通りを歩き、来場者
から祝福を受けてい

特定健診を必ず受診しましょう

健康ライフ

瀬戸内発見伝

知っ得！せとうち便

６月の予定
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本
紙
１
月
号
で
「
特
定
健
康
診
査
を
受

け
た
く
な
る
川
柳
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

60
作
品
と
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
優
秀
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

今
年
も
特
定
健
康
診
査
を
必
ず

 

受
け
ま
し
ょ
う

　
特
定
健
康
診
査（
特
定
健
診
）は
、
平
成

20
年
度
か
ら
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
、

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
、
各
医

療
保
険
者
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
で
は
、
腹
囲
測
定
や
身
体
計

測
、
検
尿
、
採
血
、
血
圧
測
定
、
問
診
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
特
定
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
５
月
末
ま

で
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
貧
血
・
尿
酸
・
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（
腎
機

能
）
の
検
査
も
行
い
ま
す
（
料
金
は
基
本

料
金
に
含
ま
れ
ま
す
）。

▽
実
施
期
間

　
６
月
２
日
（
月
）
～
８
月
30
日
（
土
）

※
公
民
館
や
地
域
の
集
会
所
な
ど
で
実
施

　
す
る
「
集
団
健
診
」
の
実
施
期
間
は
、

　
６
月
10
日
（
火
）
か
ら
７
月
29
日
（
火
）

　
ま
で
で
す
。

▽
持
参
す
る
も
の　

　
特
定
健
康
診
査
受
診
券
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
健
診
受
診
料
（
基
本
料

金
：
集
団
健
診
１
、３
０
０
円　
個
別
健

診
１
、６
０
０
円
）、検
尿（
朝
一
番
の
尿
）、

昨
年
の
特
定
健
診
の
結
果

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、
肝
炎
の
原

因
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
血
液
検
査
で
調
べ
る
も
の

で
す
。
た
と
え
、
感
染
し
て
い
て
も
、

適
切
な
健
康
管
理
・
治
療
で
肝
炎
か
ら

肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
の
悪
化
を
予
防
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者　
　

　

平
成
26
年
度
末
年
齢
が
40

　

～
74
歳
の
人
で
、
今
ま
で
に
こ
の
検

　

査
を
受
け
て
い
な
い
人

※
「
個
別
勧
奨
制
度
」
と
し
て
、
平
成
26

年
度
中
に
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
に
な
る
人
で
、
今
ま
で

に
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人
に
は
、

検
査
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
受
診

票
を
５
月
中
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間　

６
～
８
月

▽
実
施
方
法　

集
団
検
査
（
特
定
健
診

　

と
同
じ
会
場
）ま
た
は
個
別
検
査（
市

　

内
医
療
機
関
）

▽
検
査
料　

　

・
集
団
検
査　

６
０
０
円

　

・
個
別
検
査　

１
、１
０
０
円
（
市
の
特

　

定
健
診
と
同
時
実
施
）

　

・
個
別
検
査　

１
、７
０
０
円
（
単
独
実
施
）

▽
持
参
す
る
も
の　

健
康
保
険
証

※
「
個
別
勧
奨
制
度
」
対
象
者
は
、
受

　

診
券
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

前
立
腺
が
ん
は
、
日
本
人
に
少
な

い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、

日
本
で
も
罹
患
者
数
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
血
中
の
Ｐ
Ｓ

Ａ
と
い
わ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
量
を
血

液
検
査
で
調
べ
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
前
立
腺
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
毎
年
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者　

平
成
26
年
度
末
年
齢
が
40

　
歳
以
上
の
男
性

※
前
立
腺
が
ん
で
治
療
中
の
人
は
除
く
。

▽
実
施
期
間　

６
～
８
月

▽
実
施
方
法　

集
団
検
診
（
特
定
健
診

　

と
同
じ
会
場
）ま
た
は
個
別
検
診（
市

　

内
医
療
機
関
）

▽
受
診
料　

６
０
０
円

※
75
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

▽
持
参
す
る
も
の　

健
康
保
険
証

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
１　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
も
実
施

前
立
腺
が
ん
検
診
も
実
施

 

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

 

被
保
険
者
の
人
へ

　
75
歳
以
上
の
人
は
、
既
に
内
科
疾
患
で

治
療
中
の
場
合
を
除
き
、
生
活
習
慣
病
の

早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
「
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
」
を
受
診
で
き
ま
す
。
対
象
者

に
は
、
５
月
末
ま
で
に
受
診
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
貧
血
・
尿
酸
・
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
（
腎
機
能
）
の
検
査
も
行
い
ま
す
（
料

金
は
基
本
料
金
に
含
ま
れ
ま
す
）。

▽
実
施
期
間

　
６
月
２
日
（
月
）
～
８
月
30
日
（
土
）

※
公
民
館
や
地
域
の
集
会
所
な
ど
で
実
施
す
る

　
「
集
団
健
診
」
の
実
施
期
間
は
、
６
月
10
日

　
（
火
）
か
ら
７
月
29
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

▽
持
参
す
る
も
の

　
健
康
診
査
受
診
券
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
、健
診
受
診
料
（
基
本
料
金：

集
団
健
診
６
０
０
円　
個
別
健
診
８
０
０

円
）、
検
尿
（
朝
一
番
の
尿
）、
昨
年
の
健

康
診
査
の
結
果
　　

  

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い

 

人
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す

　
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

が
高
い
と
さ
れ
た
人
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
す
す
め
る

「
特
定
保
健
指
導
」
の
対
象
者
と
な
り

ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
に
お
け
る
平
成
24
年
度
の
特

定
保
健
指
導
対
象
者
の
割
合
は
、
県
内
27

市
町
村
の
う
ち
５
番
目
に
多
く
、
瀬
戸
内

市
は
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
人
が

多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 

特
定
健
診
未
受
診
者
対
象
の

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

　
平
成
20
年
度
か
ら
市
が
実
施
し
て
い
る

特
定
健
診
の
受
診
率
は
31
・
１
％
（
平
成

24
年
度
法
定
報
告
値
）
で
、
お
よ
そ
３
人

に
１
人
と
低
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
未
受
診
者
４
、７
６
４
名

を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回

答
１
、９
０
４
名
、
回
答
率
約
40
・
０
％
）

に
よ
る
と
、
特
定
健
診
を
受
け
な
い
理
由

に
つ
い
て
は
、
１
位
「
か
か
り
つ
け
医
が

あ
る
か
ら
」
２
位
「
市
以
外
の
健
診
を
受

け
た
か
ら
」
３
位
「
受
け
る
の
を
忘
れ
て

い
た
か
ら
」
で
し
た
。

　

特
定
健
診
で
は
、
気
に
な
る
項
目
以

外
に
つ
い
て
も
健
康
状
態
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
が

あ
る
人
も
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
40
～
50
歳
代
の
人
の
受
診
し
な
い

理
由
に
つ
い
て
は
「
受
け
や
す
い
日
時
・

場
所
で
な
い
か
ら
」「
仕
事
を
休
め
な
い

か
ら
」
が
上
位
で
し
た
。

問

【
大　

賞
】

健
診
に　

誘
い
誘
わ
れ　

皆
な
笑
顔 

鳥
原　

幸
子
（
邑
久
町
）

【
準
大
賞
】

悩
む
よ
り　

受
け
て　

自
分
の
体
知
る 

榮　
　

和
子
（
邑
久
町
）

健
診
を　

受
け
て
長
寿
の　

瀬
戸
内
市

宮
宅
比
佐
恵
（
邑
久
町
）

【
特
別
賞
】

手
遅
れ
に 

な
っ
て
泣
く
よ
り 

市
の
健
診  

太
田　

末
子
（
邑
久
町
）

先
づ
受
け
て 
後
は
何
と
か 

お
ま
か
せ
よ

稲
谷　

朝
子
（
牛
窓
町
）

合
言
葉　

特
定
健
診　

も
う
受
け
た     

中
田　

敬
一
（
邑
久
町
）

忘
れ
ず
に　

特
定
健
診　

定
期
便　

松
井　
　

稔
（
邑
久
町
）

健
康
が　

唯
一
の
宝
だ　

健
診
だ　

  

谷
全　

次
郎
（
長
船
町
）

自
己
の
た
め 

至
福
の
知
ら
せ 

来
年
も

谷
口　

正
子
（
牛
窓
町
）

結
果
知
り　

笑
顔
で
過
ご
す　

特
定
健
診

川
﨑　

貞
江
（
邑
久
町
）

健
診
が　

健
康
寿
命
を　

引
き
延
ば
す

橋
本
き
く
江
（
邑
久
町
）

逝
く
ま
で
は 

元
気
で
お
り
た
い 

検
診
で

上
山　
　

均
（
邑
久
町
）

健
診
を　

受
け
て
明
日
の　

夢
を
見
る

石
黒　

道
雄
（
邑
久
町
）

健
診
を 

愛
す
る
家
族
へ 

プ
レ
ゼ
ン
ト

柴
田　

佳
美
（
邑
久
町
）

健診に 誘い誘われ 皆な笑顔　　　　

　

６
月
28
日
（
土
）、
29
日
（
日
）
に
、

特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
ま
と
め
て
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
「
国
保
総
合
健
診
」
を

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

申
込
期
限
は
６
月
６
日
（
金
）
で
、

先
着
順
で
す
。

 

特
定
健
診
の
専
門
窓
口
が

 

市
民
課
に
で
き
ま
し
た

　
４
月
か
ら
、
市
民
課
で
特
定
健
診
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
ま
で
は
、
国
保
担
当
の
市

民
課
と
保
健
師
な
ど
が
所
属
す
る
健
康
づ

く
り
推
進
課
で
業
務
を
分
担
し
て
特
定
健

診
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、も
と
も
と
の
目
的
で
あ
る『
生

活
習
慣
病
予
防
と
医
療
費
の
適
正
化
』
を

関
連
づ
け
て
、
事
務
職
と
専
門
職
が
一
緒

に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、
４

月
か
ら
は
市
民
課
に
専
門
職
（
保
健
師
・

栄
養
士
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
に
関
す
る
相
談
・
健
診
の
医
療
費

に
及
ぼ
す
効
果
の
分
析
な
ど
も
市
民
課
で

行
い
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
０
９
６

特定健康診査を受けたくなる川柳　大賞作品

特定健診を必ず受診しましょう

鳥原　幸子（邑久町）

川柳の優秀作品の展示

川柳の優秀作品
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申
問



巻
之
百
八

　
市
は
、妙
興
寺
（
長
船
町
福
岡
）

の
「
仁
王
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
「
金こ
ん
ご
う
り
き
し
り
ゅ
う
ぞ
う

剛
力
士
立
像
」
２

躯く

を
、
重
要
文
化
財
（
彫
刻
）
に

指
定
し
ま
し
た
。

　
像
は
、杉
材
を
用
い
た
木
彫
で
、

寄
木
造
り
と
い
う
技
法
で
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
２
３
５
㌢

の
阿あ

ぎ
ょ
う形
像
と
、
高
さ
２
２
６
㌢
の

吽う
ん
ぎ
ょ
う形
像
が
２
躯
で
一
対
と
な
っ

て
い
ま
す
。

全
面
的
な
修
復
と
記
録
の
発
見

　

虫
く
い
に
よ
る
傷
み
、
接
合

面
の
離
れ
な
ど
、
永
年
の
間
に

か
な
り
傷
ん
で
い
ま
し
た
が
、

平
成
23
年
８
月
か
ら
平
成
24
年

４
月
に
か
け
て
、
全
面
的
な
修

復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
修
復
作

☎

歯
周
病
予
防
は
全
身
の
健
康
の
入
り
口

骨
は
、
一
部
の
場
合
を
除
き
、
元

の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
歯
周
病
が
進
行

す
る
と
、
や
が
て
歯
が
抜
け
て
し

ま
い
ま
す
。

　
歯
周
病
の
治
療
は
、
主
に
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
に
た
ま
っ
た
プ
ラ
ー
ク

を
取
り
除
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
い
っ
た
ん
取
り
除
い
て
も
日

頃
の
歯
磨
き
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

と
す
ぐ
に
ま
た
細
菌
が
た
ま
っ
て

き
ま
す
。

業
は
、
境
内
の
仮
設
作
業
場
で

行
わ
れ
、
作
業
の
様
子
も
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
修
復
は
、
多
く
の
文
化
財
修
復

を
手
掛
け
て
き
た
京
都
市
在
住
の

久
安
勝
士
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

修
復
の
過
程
で
、
頭
部
の
内

側
か
ら
、
制
作
時
の
記
録
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
像
の
造
立
年
代
は
寛
永
３

（
１
６
２
６
）
年
、
制
作
者
は
運

慶
・
快
慶
の
流
れ
を
く
む
「
清

水
源
兵
衛
入
道
名
宗
立
」
と
い

う
仏
師
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

宗
立
は
、
前
年
の
寛
永
２

（
１
６
２
５
）年
ま
で
、餘
慶
寺（
邑

久
町
北
島
）
の
本
尊
で
あ
る
千
手

観
音
像
の
修
理
を
手
掛
け
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

寺
と
地
域
を
見
守
る
仁
王
さ
ん

　
金
剛
力
士
立
像
は
、「
仁
王
さ

ん
」の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

寺
の
境
内
に
入
る
仁
王
門
に
安
置

さ
れ
、
左
右
か
ら
参
拝
者
を
見
て

い
ま
す
。
像
か
ら
風
（
気
）
を
送

る
の
で
、
風
が
吹
い
て
い
る
こ
と

　
ま
た
、
中
等
度
以
上
の
歯
周
病

で
は
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
深
く
な

り
、
歯
ブ
ラ
シ
で
は
プ
ラ
ー
ク
を

完
全
に
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
た
め
、
定
期
的
な
専
門
家

に
よ
る
プ
ラ
ー
ク
除
去
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
（
図
２
）。

♥
歯
周
病
と
他
の
病
気
の
関
連
性

　
最
近
の
研
究
で
は
、
歯
周
病
で

歯
ぐ
き
に
炎
症
が
起
こ
る
と
歯
周

　
歯
周
病
（
歯
槽
膿の

う
ろ
う漏
）
は
、
歯

と
歯
ぐ
き
の
隙
間
（
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
）
に
た
ま
っ
た
歯
垢こ

う

・
プ
ラ
ー

ク
（
細
菌
の
塊
）
が
原
因
で
起
こ

る
感
染
症
で
、
歯
肉
が
炎
症
を
起

こ
し
た
り
、
歯
を
支
え
て
い
る
骨

（
歯
槽
骨
）
が
だ
ん
だ
ん
と
溶
け

て
な
く
な
る
病
気
で
す
。

　
病
気
の
進
行
に
は
個
人
差
が
あ

り
、
ま
た
初
期
の
歯
周
病
で
は
ほ

と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
く
、
か
な

り
進
行
し
て
か
ら
症
状
が
出
て
く

る
厄
介
な
病
気
で
す
。

♥
歯
周
病
の
進
行

　
歯
周
病
の
進
行
の
程
度
は
歯
肉

炎
、
軽
度
歯
周
炎
、
中
等
度
歯
周

炎
、
重
度
歯
周
炎
に
分
け
ら
れ
ま

す（
図
１
）。
進
行
の
程
度
に
よ
っ

て
「
歯
磨
き
の
時
に
歯
肉
か
ら
出

血
す
る
」「
虫
歯
は
な
い
の
に
冷

た
い
も
の
が
し
み
る
（
知
覚
過
敏

症
）」
と
い
っ
た
軽
い
症
状
か
ら

「
歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
く
る
」「
歯

肉
が
腫
れ
て
膿う
み
が
出
る
」
と
い
っ

た
重
い
症
状
に
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
一
度
溶
け
て
し
ま
っ
た
歯
槽

病
菌
や
炎
症
性
物
質
が
血
管
か
ら

全
身
へ
ま
わ
り
、
心
臓
病
や
動
脈

硬
化
に
関
係
し
た
り
糖
尿
病
へ
悪

影
響
を
起
こ
す
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
早
産
や
低
体

重
児
出
産
に
も
関
連
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
ま
た
寝

た
き
り
の
人
は
、
歯
周
病
菌
が
肺

炎
を
起
こ
し
重
篤
な
状
態
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
逆
に
歯
周
病
を
治
療
す
る
こ
と

が
糖
尿
病
の
改
善
や
、
他
の
病
気

の
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
周
病
は
単
に
口
の
中
だ
け
の

病
気
で
は
な
く
、
全
身
の
健
康
と

瀬
戸
内
市
の
重
要
文
化
財
に
新
た
に
指
定

妙
興
寺　

金
剛
力
士
立
像

 
 

を
表
現
す
る
衣
の
形
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
阿
形
と
吽
形
は
、
陰
陽
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
阿
は
口

を
開
い
て
発
す
る
最
初
の
声
、
吽

は
口
を
閉
じ
て
発
す
る
最
後
の
声

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
妙
興
寺
で
は
、
江
戸
時
代
の
中

ご
ろ
、
享
保
年
間
に
火
災
が
あ
り

ま
し
た
。
金
剛
力
士
立
像
の
背
中

に
は
、
火
災
に
遭
っ
た
こ
と
を
裏

付
け
る
焦
げ
た
跡
も
見
つ
か
り

ま
し
た
。

　
金
剛
力
士
立
像
は
、
約
４
０
０

年
前
か
ら
、
妙
興
寺
に
起
こ
っ
た

出
来
事
や
、
福
岡
地
区
で
暮
ら

す
人
々
を
見
守
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。

　

妙
興
寺
は
、
応
永
10

（
１
４
０
３
）
年
の
創
建
と
伝
え

ら
れ
、
墓
所
に
は
黒
田
官
兵
衛
の

曽
祖
父
に
あ
た
る
、
黒
田
高
政
の

墓
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
、
宇
喜

多
直
家
の
父
、
宇
喜
多
興
家
の

墓
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

【
参
考
文
献
】

久
安
勝
士
編
『
妙
興
寺
仁
王
像
修

復
報
告
書
』

金剛力士立像（吽形）

歯周病の進行（図１）

関
係
し
た
病
気
で

あ
り
、
糖
尿
病
や

高
血
圧
な
ど
と
同

じ
生
活
習
慣
病
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
の
た
め
に

日
頃
の
生
活
習
慣

に
注
意
し
、
早
期

予
防
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

歯周ポケットにたまったプラーク（図２）

歯周病と全身疾患（図３）

歯周ポケット
３～５㍉ ４～７㍉

歯周ポケット
６㍉以上
歯周ポケット

（歯槽骨は無事）

仮性ポケット

歯肉炎
（歯槽骨破壊が始まる）

軽度歯周炎 中等度歯周炎 重度歯周炎
（歯根の半分以上
歯槽骨が破壊）

（歯根の半分まで
歯槽骨が破壊）

セメント質

付着性
プラーク

上皮関連
プラーク

細菌

金剛力士立像（阿形）
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細菌

糖尿病

動脈硬化



　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
し
た
、
保
険
診
療
に
か

か
る
自
己
負
担
額
か
ら
一
部
負
担

金
を
引
い
た
額
を
公
費
で
負
担
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
次
の
要
件

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
受
給
資
格
証
を
持
っ
て

い
る
人
に
は
、
６
月
中
旬
ご
ろ
に

更
新
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

▽
対
象
者

　

・
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

　
て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
人

　
と
そ
の
児
童

　

・
父
母
の
い
な
い
児
童

　

・
父
母
の
い
な
い
児
童
を
養
育

　
し
て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
人

※
所
得
税
非
課
税
の
人
が
対
象

　

で
す
。
な
お
、
平
成
23
年
分

　

所
得
か
ら
、
16
歳
未
満
の
年

　

少
扶
養
控
除
と
16
～
18
歳
の

　

特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
分

　

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

　

れ
ら
の
控
除
が
引
き
続
き
あ

　
る
も
の
と
し
て
判
定
し
ま
す
。

▽
持
参
す
る
も
の

　

・
健
康
保
険
証
　、
、
、

、
印
鑑
（
認
印
）

　

・
平
成
25
年
分
の
所
得
が
分
か
る

　
も
の
（
源
泉
徴
収
票
や
確
定
申

　
告
書
の
写
し
な
ど
）

※
本
人
お
よ
び
本
人
と
同
じ
健
康

　
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
全
員

　
分
。
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降

　
に
瀬
戸
内
市
に
転
入
し
た
人
は

　
前
住
所
地
発
行
の
平
成
25
年
分

　
所
得
課
税
証
明
書
。

　

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
生
徒
手
帳

※
４
～
６
月
生
ま
れ
の
高
校
２
年

　
生
ま
た
は
高
校
３
年
生
の
子
ど

　
も
が
い
る
場
合

　
　
市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

　
　
牛
窓
支
所

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　
　
長
船
支
所

☎
０
８
６
９-

２
６-

２
０
０
１

　
　
裳
掛
出
張
所

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

  

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
の

  

サ
ー
ビ
ス

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

所得制限限度額
扶養親族

の人数 所得額 収入額の目安

0 人 622 万円 833.3 万円

1 人 660 万円 875.6 万円

2 人 698 万円 917.8 万円

3 人 736 万円 960 万円

4 人 774 万円 1,002.1 万円

5 人 812 万円 1,042.1 万円

手当月額
所得が限度額未満の場合

3 歳未満 15,000 円

3 歳以上小
学 校 修 了
前まで

第 1 子 10,000 円

第 2 子 10,000 円

第 3 子以降 15,000 円

中学生 10,000 円

所得が限度額以上の場合

一律 5,000 円

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応 …応募先 資 …資料請求先 届…届出先 通…通告先

▽
児
童
手
当
支
給
対
象
者

　
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
（
15

歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
）
を
養

育
し
て
い
る
人

※
父
母
の
場
合
、
生
計
を
維
持
す

　
る
程
度
の
高
い
人　

▽
手
当
月
額
、
所
得
制
限
限
度
額

　
左
上
表
の
と
お
り

▽
支
払
期
月　
毎
年
２
月
、６
月
、

　
10
月（
各
前
月
ま
で
の
分
を
支
払
）

※「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

　

の
案
内
文
は
、
７
月
末
以
降
に

　
送
付
し
ま
す
。
詳
細
は
別
途
お

　
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
受

け
取
る
た
め
に
は
、
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　
現
況
届
は
、
児
童
手
当
受
給
者

の
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
把
握

し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
５
月
末
に
現
況

届
の
様
式
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
し
な
い
場
合
、
６
月
分
以

降
の
手
当
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
場
合
は
、
職
場
で
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限　
６
月
30
日
（
月
）

※
窓
口
で
の
受
付
は
、
平
日
の
午
前

　
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

　
ま
で
で
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
子
育
て
支
援

　
課
に
書
類
が
到
着
し
た
日
が
提

　
出
日
と
な
り
ま
す
。

※
記
入
漏
れ
や
添
付
書
類
不
足
な

　
ど
が
あ
る
場
合
は
、
再
度
提
出

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
届

  
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
と
し
た

  
医
療
費
負
担
制
度

　
心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
し
た
、
保
険
診
療
に
か
か
る
自

己
負
担
額
か
ら
一
部
負
担
金
を
引

い
た
額
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
申
請
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
受
給
資
格
証
を
持
っ
て

い
る
人
に
は
、
６
月
中
旬
ご
ろ
に

更
新
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

▽
対
象
者

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の

　
所
持
者

　

・
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
の
所
持
者

※
平
成
18
年
10
月
以
降
に
手
帳
を

　
新
規
取
得
し
た
人
は
手
帳
交
付

　
時
年
齢
が
65
歳
未
満
の
場
合
の

　
み
対
象
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
持
参
す
る
も
の

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

　

・
健
康
保
険
証
、
印
鑑
（
認
印
）

　

　

・
平
成
25
年
分
の
所
得
が
分
か
る

　
も
の
（
源
泉
徴
収
票
や
確
定
申

　
告
書
の
写
し
な
ど
）

※
本
人
お
よ
び
本
人
と
同
じ
健
康

　
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
全
員

　
分
。
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降

　
に
瀬
戸
内
市
に
転
入
し
た
人
は

　
前
住
所
地
発
行
の
平
成
25
年
分

　
所
得
課
税
証
明
書
。

　
　
市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

　
　
牛
窓
支
所

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　
　
長
船
支
所

☎
０
８
６
９-

２
６-

２
０
０
１

　
　
裳
掛
出
張
所

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

　
事
業
の
提
供
に
よ
り
、
自
立
が

阻
害
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は

対
象
外
で
す
。
訪
問
調
査
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
記
載

し
た
以
外
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
高
齢
者
等
見
守
体
制
整
備
事
業

　
高
齢
者
が
自
宅
で
事
故
や
病
気

で
動
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
発
見

が
遅
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
緊
急

の
買
い
物
支
援
（
自
立
支
援
サ
ー

ビ
ス
）
や
、
庭
木
の
剪せ

ん
て
い定
な
ど
家

周
り
の
軽
微
な
手
入
れ
支
援
（
生

活
環
境
サ
ー
ビ
ス
）
を
行
う
事
業

で
す
。
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者

　【
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
】

　
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
に
支
障

が
あ
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
人

　【
生
活
環
境
サ
ー
ビ
ス
】

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
や
、
身
体
的
・
精
神
的
な
疾
患

を
理
由
に
、
自
分
で
庭
木
な
ど
の

剪
定
が
で
き
な
い
た
め
、
近
隣
に

迷
惑
を
か
け
る
恐
れ
の
あ
る
人

　
　
い
き
い
き
長
寿
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

　
市
民
課
、
牛
窓
支
所
、
裳
掛
出

張
所

通
報
装
置
を
貸
与
す
る
事
業
で

す
。
月
額
５
５
０
円
の
自
己
負
担

が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者　
病
弱
な
高
齢
者
の
み

　
の
世
帯
の
人
な
ど

②
配
食
に
よ
る
高
齢
者
等
見
守
事
業

　
健
康
状
態
の
把
握
、
孤
独
感
の

解
消
、
安
否
の
確
認
の
た
め
、
食

事
の
配
達
（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
、
１
日
１
食
）
を
行
う
事
業

で
す
。
１
食
当
た
り
４
０
０
円
の

自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者　
調
理
が
困
難
な
高
齢

　
者
の
み
の
世
帯
の
人
な
ど

③
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

　

寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
を

介
護
し
て
い
る
家
族
に
介
護
用

品
（
紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ト
、

使
い
捨
て
手
袋
、
お
し
り
ふ
き

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
の

購
入
費
用
の
一
部
を
支
給
す
る
事

業
で
す
。

▽
対
象
者

　
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
同
居
の
家
族
（
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
限
る
）

④
軽
度
生
活
援
助
事
業

　
在
宅
生
活
を
行
っ
て
い
る
高
齢

者
の
み
の
世
帯
に
対
し
て
、
食
材

  

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
歩
行
困
難
な
在
宅
の
身
体
障
害

者（
児
）や
難
病
患
者
で
あ
っ
て
、

移
送
に
耐
え
ら
れ
な
い
な
ど
の
事

情
が
あ
り
、
訪
問
入
浴
に
よ
ら
な

け
れ
ば
入
浴
が
困
難
な
人
は
、
次

の
内
容
の
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
サ
ー
ビ
ス
内
容　

　

移
動
入
浴
車
が
家
庭
を
訪
問

し
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
浴
槽
な
ど
に
よ

り
、
入
浴
・
洗
髪
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
。

▽
対
象
者

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級
所
持
者

　

・
難
病
患
者

※
た
だ
し
、介
護
保
険
対
象
者
は
、

　
介
護
保
険
制
度
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

▽
利
用
回
数

　
１
カ
月
に
つ
き
５
回
ま
で

▽
利
用
料
金（
１
回
当
た
り
の
料
金
）

　

・
市
町
村
民
税
課
税
世
帯

　
１
割
負
担

　
（
入
浴
１
、２
５
０
円

　
部
分
浴
・
清
拭
８
７
５
円
）

　

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び

　
生
活
保
護
世
帯　
負
担
な
し

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

問

申
問申

お
知
ら
せ

ポータブル浴槽

  

児
童
手
当
の
現
況
届
の

  

提
出
は
６
月
30
日
ま
で
に

  

心
身
障
害
者
を
対
象
と
し
た

  

医
療
費
負
担
制
度
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談 　
気
温
と
湿
度
が
高
く
な
る
と
、

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
食
中
毒
を
予
防
す
る
に
は
次

の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
菌
を
つ
け
な
い
】　

　

・
調
理
前
、
食
事
前
、
ト
イ
レ
後

　
に
は
手
を
よ
く
洗
う

　

・
台
所
は
、
整
理
整
頓
し
、
常
に

　
清
潔
に
す
る

　

・
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
の
調
理

　
器
具
は
、
十
分
に
洗
浄
消
毒
を
行
う

　

・
焼
き
肉
を
す
る
時
は
、
生
の
肉

　
を
つ
か
む
箸
と
食
べ
る
箸
を
使

　
い
分
け
る

　

・
食
肉
の
生
食
は
避
け
る

【
菌
を
増
や
さ
な
い
】

　

・
生
鮮
食
品
は
、
で
き
る
だ
け
早

　
く
食
べ
る

　

・
調
理
し
た
も
の
は
、
早
め
に
食
べ
る

　

・
生
鮮
食
品
や
調
理
後
の
食
品
は
、

　
10
℃
以
下
で
保
存
す
る

　
（
生
食
用
鮮
魚
介
類
は
、
４
℃

　
以
下
で
保
存
す
る
よ
う
努
め
る
）

【
菌
を
や
っ
つ
け
る
】

　

・
加
熱
し
て
食
べ
る
食
品
は
、
中

　
心
部
ま
で
十
分
に
火
を
通
す

　

・
特
に
、
食
肉
は
中
心
の
色
が
完

　
全
に
変
わ
る
ま
で
十
分
に
火
を
通
す

※
手
洗
い
は
食
中
毒
予
防
の
基
本

　
で
す
。
調
理
を
す
る
前
、
調
理

　
中
で
も
肉
や
魚
を
触
っ
た
後
や

　
食
事
の
前
に
は
し
っ
か
り
手
を

　
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る

防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財

源
を
確
保
す
る
た
め
の
臨
時
の
措

置
と
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
各
年

度
の
個
人
市
民
税
・
個
人
県
民
税

の
均
等
割
額
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
の
改
正
前
・
改
正
後
の
年

税
額
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
県
民
税
均
等
割
の
う
ち
５
０
０

　
円
は
、「
お
か
や
ま
森
づ
く
り

　
県
民
税
」
で
す
。

※
所
得
税
に
お
い
て
も
、
東
日
本

　
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の

　
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

　　知っ得！せとうち便　　

  

経
済
セ
ン
サ
ス
・

  

商
業
統
計
調
査

  

６
月
23
～
29
日
は

  

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
個
別
検
診

は
、
岡
山
市
内
の
一
部
の
医
療
機

関
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
瀬
戸
内
市
発
行
の
受
診
票
が
必

要
で
す
）。

▽
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性
で

　
本
年
度
ま
だ
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
を
受
診
し
て
い
な
い
人

▽
期
間　

12
月
31
日
（
水
）
ま
で

※
年
末
の
休
診
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
自
己
負
担
費
用

　

・
75
歳
以
上
の
人
ま
た
は
無
料
ク
ー

　
ポ
ン
券
を
使
用
し
た
場
合　
無
料

　

・
右
記
以
外
の
人　
２
、１
６
０
円

※
３
月
末
に
、
20
～
39
歳
の
対
象

　
者
宛
に
郵
送
し
た
文
書
で
は
、

　
２
、１
０
０
円
と
し
て
い
ま
し

　
た
が
、
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

▽
受
診
方
法

　
受
診
で
き
る
医
療
機
関
の
一
覧

表
や
受
診
票
な
ど
を
健
康
づ
く
り

推
進
課
、
市
民
課
総
合
窓
口
、
牛

窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所
へ
11
月
28

日
（
金
）
ま
で
に
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）。
配
布
す
る
注
意
事
項
を

よ
く
読
み
、
希
望
す
る
病
院
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
１

問

６月 22 日は「らい予防法による
被害者の名誉回復及び追悼の日」

　ハンセン病は、「らい菌」という極
めて病原性の弱い細菌による感染症
です。感染しても、発病することは
極めてまれです。また、発病しても
適切な治療で障害を残すことなく治
ります。
　しかし、ハンセン病患者を強制的
に療養所に入所させるという国の
誤った隔離政策のために、長い間ハ
ンセン病は恐ろしい病気と誤解され、
患者とその家族は、偏見や差別を
受けてきました。
　瀬戸内市内には長島愛生園と邑久
光明園の２つの療養所があります。
　入所している人は、ハンセン病は
治癒していますが、既に高齢であっ
たり、後遺症としての障害があった
り、いまだに社会に偏見や差別が根
強く残っているなどの理由で、療養
所を出て地域で生活することが難し
い状況にあります。
　この日を機会に私たち一人一人が、
ハンセン病問題について正しく理解
し、これまで長く続いてきた偏見や
差別をなくしていきましょう。
　人権啓発室
☎０８６９ - ２２ - ３９２２
問

  

食
中
毒
を

  

予
防
し
ま
し
ょ
う

　
男
女
が
性
別
に
関
係
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を
発
揮

し
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
喜

び
も
責
任
も
共
に
分
か
ち
合
う
男

女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
、
豊

  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

  

を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
の
調
剤
情
報
を
分
析

し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後

発
医
薬
品
）
に
変
え
た
場
合
に
、

自
己
負
担
額
が
大
き
く
軽
減
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
人
に
、「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
で
支
払
う
薬
代
が
安
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険

財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
は
、
医
師
・
薬
剤

師
と
十
分
に
相
談
し
、
納
得
し
た

上
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

  

個
人
住
民
税
（
市
県
民
税
）
の

  

均
等
割
額
の
改
正

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保
険

料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の

で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省

け
る
上
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て

も
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
引
き
落
と
す
こ
と
に
よ

り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多

い
６
カ
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年

前
納
も
あ
り
、
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
出
書
は
市
民
課
、

牛
窓
支
所
、
長
船
支
所
、
裳
掛
出
張

所
、
金
融
機
関
、
年
金
事
務
所
の
各

窓
口
に
あ
り
ま
す
。希
望
す
る
人
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
上
、
申

出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課　

☎
０
８
６
９- 

２
２- 

１
７
９
０

　

岡
山
東
年
金
事
務
所　

☎
０
８
６- 

２
７
０- 

７
９
２
８

問 問

 個人住民税（市県民税）の
均等割額

区分
均等割額（年額）

25 年度まで 26 年度から

市民税 3,000 円 3,500 円

県民税 1,500 円 2,000 円

合計 4,500 円 5,500 円

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
７

月
１
日
に
、
平
成
26
年
経
済
セ
ン

サ
ス
‐
基
礎
調
査
と
平
成
26
年
商

業
統
計
調
査
を
一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。

か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
未
来
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
啓
発
室

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

　
全
国
の
全
て
の
事
業
所
と
企
業

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
６
月
下
旬

か
ら
岡
山
県
知
事
が
任
命
し
た
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
。
調
査
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

　
な
財
源
の
確
保
を
目
的
に
２・１
％

　

の
復
興
特
別
所
得
税
が
創
設
さ

　
れ
て
い
ま
す
。
復
興
特
別
所
得
税

　
は
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

　

ま
で
の
25
年
間
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

募　
　

集

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

  
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

  
受
け
ま
し
ょ
う

問

問

問

問

問

問  

第
２
子
以
降
の
障
害
児
通
所

  

支
援
の
利
用
料
を
減
免

　
就
学
前
の
障
害
児
通
所
支
援
を

利
用
す
る
児
童
と
同
一
世
帯
に
保

育
所
な
ど
に
通
園
す
る
兄
姉
が
い

る
世
帯
は
、
第
２
子
以
降
の
児
童

に
つ
い
て
、
就
学
前
の
障
害
児
通

所
支
援
利
用
料
を
減
免
し
ま
す
。

　

減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
方
法
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

申
問

　
平
成
27
年
瀬
戸
内
市
成
人
式
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
新
成
人
に
は
、
６
月
中
に

案
内
を
送
付
し
ま
す
。
届
か
な
い

  

市
民
後
見
人
に

  

な
り
ま
せ
ん
か

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象　
平
成
６
年
４
月
２
日
か

　
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
の

　
期
間
に
生
ま
れ
、
瀬
戸
内
市
に

　
住
民
票
が
あ
る
人

※
対
象
期
間
に
生
ま
れ
、
市
内
の

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
も
参
加

　
で
き
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る

　
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
実
行
委
員
募
集
】

　
自
分
た
ち
の
手
で
心
に
残
る「
成

人
式
」を
企
画
運
営
す
る
新
成
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
期
限
は
７
月
31
日
（
木
）

で
す
。

　
　
社
会
教
育
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

問
応

平成 26 年成人式にて

　
瀬
戸
内
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

で
は
、
認
知
症
や
障
害
に
よ
り
判

断
能
力
が
不
十
分
な
人
を
身
近
な

地
域
で
支
援
す
る「
市
民
後
見
人
」

の
養
成
研
修
事
前
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
や
市
民
後

見
人
に
関
心
の
あ
る
人
は
、電
話
で

申
し
込
み
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
６
月
27
日
（
金
）　

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
30
人

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
６
月
23
日
（
月
）

　
　

瀬
戸
内
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
８
６
２-

１

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
７
１
１

申
問  

平
成
27
年
成
人
式
は

  

1
月
11
日
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　　知っ得！せとうち便　　

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
11
日
（
水
）
午
前

　
11
時
～
正
午

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　

こ
れ
を
聞
い
た
ら
防

　
げ
る
食
中
毒
の
お
話

じゃがいもと豚バラ肉の炒め物

酒井小夜子さん（瀬戸内市栄養委員会長船支部）です。

◆材料（4 人分）
●ジャガイモ（400g）
●豚バラ肉（200g）
●白ネギ（2/3 本）
●ショウガ（10g）
●しょうゆ（大さじ 2）

●酒（大さじ 2）
●コンソメスープ（大さじ2）
●塩（小さじ 2/3）
●コショウ（少々）
●サラダ油（大さじ 1）

◆作り方
①ジャガイモは皮をむき、3㍉厚さの半月切りにし
　て水にさらす。沸騰した湯の中に入れ、煮立った
　らすぐザルに上げて水気を切り、手早く冷ます。
②豚肉は一口大に切る。白ネギは 4㌢長さに切って
　縦半分に切る。ショウガは皮をむいて薄切りにする。
③フライパンにサラダ油を敷き、熱してショウガ　
　を炒め、香りが出たら豚バラ肉を加えて炒める。
　肉に火が通ったら、しょうゆで味を付ける。ジャ
　ガイモ、白ネギを入れてさらに炒め、酒とコンソ
　メスープを加える。塩とコショウで味を調える。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　
本
め
す
す
す今月のお

童
謡
「
ぞ
う
さ
ん
」
の
作
者
、
ま
ど
・
み

ち
お
さ
ん
が
母
校
の
児
童
に
宛
て
た
手
紙

が
一
冊
の
本
に
な
り
ま
し
た
。
優
し
い
ま

な
ざ
し
で
書
か
れ
た
手
紙
は
、「
今
」
と

い
う
時
を
一
生
懸
命
生
き
て
ほ
し
い
と
い

う
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
全
て
の
子
ど

も
た
ち
を
元
気
づ
け
て
く
れ
ま
す
。

ま
ど
さ
ん
か
ら
の
手
紙   

こ
ど
も
た
ち
へ

ま
ど
・
み
ち
お 

…
文
、　

さ
さ
め
や
ゆ
き 

…
絵　

講
談
社

BooKs ▽
開
館
期
間
お
よ
び
時
間

　
７
月
１
日
（
火
）
～
８
月
31
日
（
日
）

①
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
～
８
時

②
長
船
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

　

・
７
月
１
日
（
火
）
～
17
日
（
木
）

　
午
後
５
～
８
時

　

・
７
月
22
日
（
火
）
～
８
月
１
日
（
金
）

　
午
後
１
～
８
時　
　

※
右
記
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日

　
と
右
記
以
外
の
期
間
中
は
、
午

　
前
９
時
～
正
午
、 午
後
１
～
８
時

▽
休
館
日　
毎
週
月
曜
日
（
海
の

　
日
を
除
く
）、
祝
日
の
翌
日

※
休
館
日
の
翌
日
は
水
質
管
理
の

　
た
め
午
後
の
み
開
館
し
ま
す
。

▽
使
用
料　
市
内
高
校
生
以
下

　
は
１
０
０
円
、
市
内
一
般
は　

　
２
０
０
円
、
市
外
は
４
０
０
円

　
（
１
人
１
回
当
た
り
）

※
０
歳
児
か
ら
の
入
水
も
、
水
遊

　
び
用
お
む
つ
と
水
着
を
着
用
す

　
れ
ば
可
能
で
す
。

  
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

  
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

コース名など 開催日 開催時間 場所

ベビーといっしょに
アクアビクス

7 月 11 日（金） 午前 10 時 30 分～
午前 11 時 15 分 邑久 B&G 海洋

センタープール
7 月 18 日（金） 午前 10 時～

午前 10 時 45 分
水中ダンベル体操

（朝の部） 7 月 19 日（土） 午前 10 時～
午前 10 時 45 分

長船 B&G 海洋
センタープール

水中ダンベル体操
（夜の部） 7 月 24 日（木） 午後７時～

午後７時 45 分
邑久 B&G 海洋
センタープール

アクアウォーキング
（朝の部） 7 月 25 日（金） 午前 10 時～

午前 10 時 45 分
邑久 B&G 海洋
センタープール

アクアウォーキング
（夜の部） 7 月 30 日（水） 午後７時～

午後７時 45 分
長船 B&G 海洋
センタープール

※
教
室
開
催
日
は
コ
ー
ス
制
限
あ
り
。

【
水
中
運
動
教
室
】

▽
内
容　
上
表
の
と
お
り

▽
申
込
期
間　
６
月
17
日
（
火
）
か
ら

▽
定
員　
各
コ
ー
ス
20
人
程
度

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費

　
各
コ
ー
ス
1
回
５
０
０
円

【
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
】

　
受
付
（
時
給
７
７
０
円
）・
監

視
（
時
給
８
７
０
円
）
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募

期
限
は
、
６
月
10
日
（
火
）
ま
で

で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

（
邑
久
・
長
船
）

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

  

美
術
館
「
齋
正
機
展
」

  

～
や
さ
し
い
日
常
の
風
景
～

『花水木ノ海』日本画・2009 年

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

【
齋
正
機
氏
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
】

▽
日
時

　
６
月
8
日
（
日
）
午
後
２
～
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
参
加
費　
観
覧
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

【
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
】

▽
日
時

　
６
月
22
日（
日
）、7
月
13
日（
日
）

午
後
２
時
～
午
後
２
時
20
分

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
参
加
費　
観
覧
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

催
し
物

　

日
本
画
家
・
齋さ
い
ま
さ
き

正
機
の
展
覧

会
で
す
。
齋
正
機
は
、
昭
和
41

（
１
９
６
６
）
年
福
島
県
生
ま
れ
。

　
機
関
車
の
「
機
」
の
字
を
名
前

に
持
つ
の
は
、
父
親
が
機
関
士
を

し
て
い
た
こ
と
か
ら
。
ふ
る
さ
と

東
北
の
四
季
の
風
景
を
中
心
に
、

親
子
や
子
ど
も
の
日
常
の
風
景
を

描
き
ま
す
。

▽
期
間

　
７
月
21
日
（
月
・
祝
）
ま
で

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
で
す
。

　
た
だ
し
、
７
月
21
日
（
月・祝
）

　
は
開
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問

  

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

  

養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す

　
介
護
予
防
の
基
礎
知
識
や
運
動

の
実
技
を
学
び
、
地
域
で
自
主
的

に
介
護
予
防
活
動
を
行
う
介
護
予

防
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
研
修

内
容
の
詳
細
は
申
込
者
へ
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
10
・
17
・
24
日
、

　
7
月
1
・
15
・
22
日
、
8
月　

　
5・12
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
20
人

▽
参
加
費　
無
料

▽
講
師　
岡
山
ス
ポ
ー
ツ
会
館　

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

申
問  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地
（
団
地
名
、所
在
地
、

　

構
造
、
戸
数
）

　

福
元
団
地
、
邑
久
町
福
元
７
４
７
、

簡
耐
平
屋
建
、
１
戸

　

▽
規
格　

３
D
K

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

７
月
１
日
（
火
）

▽
申
込
受
付
期
間

　

６
月
２
日（
月
）～
16
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

▽
講
師　
若
松
規
子
氏
（
管
理
栄

　
養
士
）

▽
定
員　
30
人（
食
事
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費　
食
事
付
き
５
０
０
円

　
（
食
事
な
し
１
０
０
円
）

▽
申
込
期
間　
６
月
２
日
（
月
）

　
～
10
日
（
火
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

　
（
Ｏ
Ｓ
Ｋ
）
健
康
運
動
指
導
士

▽
申
込
期
限　
６
月
２
日
（
月
）

　
　

い
き
い
き
長
寿
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

申
問

問
応

　４月 1 日、瀬戸内市病院事業管理者
に、三

みこうち

河内弘
ひろし

氏が就任しました。就任
のあいさつを紹介します。
　
　縁あって４月から瀬戸内市の病院事
業管理者の重責を担うことになりまし
た。最近は医療・介護をとりまく環境
が大きく変わりました。しかし、どの
ような時代であっても、本来必要とす
る医療・介護などの質は変わりません。
　市民の皆さんが適切な医療・介護などを効率的に享受する
ことができるように、他の医療・介護などの施設とも連携の
上で、地域で担うべき役割を果たしていきたいと考えていま
す。武久市長もこのような視点から、この地域で安定的に医
療提供のできる市民病院が必要であると判断され、新病院建
設を決断されたものと思っています。市民の皆さんから自慢
していただけるような病院を目指して職員一同努力してまい
りますので、ご支援のほどよろしくお願いいたします。

三河内弘氏が
病院事業管理者に就任

　４月 1 日、瀬戸内市民病院院長に、
竹
たけうち

内 龍
りゅうぞう

三氏が就任しました。就任の
あいさつを紹介します。

　生まれ育った牛窓を離れて 46 年、
あまり様変わりしない牛窓の風景に懐
かしさを感じつつ、還暦を超えての職
場に瀬戸内市を選びました。
　大学卒業以来、腹部外科・呼吸器外
科は言うに及ばず、小血管外科、頚部・内分泌領域、泌尿器
科領域、婦人科領域など、幅広い外科医を目指して修練を重
ねてきました。同時に救急対応でさまざまな経験をさせても
らいました。
　また、緩和医療においては、がん患者さんやその家族およびそ
こに携わるさまざまな医療職種の方々と協力して、なるべくが
んで苦しむことの少ない生活を提供できればと思っています。
　職員一丸となってより良い病院を目指してまいりますので、
ご支援のほどよろしくお願いいたします。

竹内龍三氏が
市民病院院長に就任
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　　知っ得！せとうち便　　

  「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

  

強
化
週
間

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

相　
　

談

　
岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
登
記
・

成
年
後
見
等
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
14
日
（
土
）
午
前 

　
９
時
30
分
～
正
午（
予
約
不
要
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
相
談
料　
無
料

　
岡
山
地
方
法
務
局
お
よ
び
岡
山

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

６
月
23
日
（
月
）
か
ら
29
日
（
日
）

ま
で
の
７
日
間
の
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週

間
に
合
わ
せ
て
、
電
話
相
談
窓
口

を
増
設
し
、
時
間
延
長
を
実
施
し

ま
す
。

　
相
談
は
、
法
務
局
職
員
と
人
権

擁
護
委
員
が
担
当
し
ま
す
。

▽
開
設
日
時

　

・
６
月
23
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

・
６
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
右
記
の
強
化
週
間
以
外
も
人
権

　
相
談
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。

　

・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分                 

   （
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
問

  

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
税
理
士
な
ど  

  

に
よ
る
合
同
無
料
相
談
会

　
家
庭
の
こ
と
（
相
続
、
遺
言
、

離
婚
な
ど
）、
借
金
に
関
す
る
こ

と
（
過
払
金
請
求
、
破
産
な
ど
）、

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

お
か
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
４
７
０

邑久光明園
イメージ
キャラクター

  

親
睦
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

登
記
や
農
地
に
関
す
る
こ
と
、
税

金
に
関
す
る
こ
と
、
墓
地
や
墓
石

に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
以
内

で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

お
待
た
せ
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
6
月
7
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　

奥
田
さ
ん

☎
０
８
６-

２
２
１-

３
３
２
２

　
邑
久
光
明
園
友
愛
会
で
は
、
人

権
啓
発
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

邑
久
光
明
園
内
外
の
歴
史
か
ら
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
に
触
れ
、人
権
に
つ
い

て
よ
り
深
く
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
寒
風
古

窯
跡
群
（
国
の
史
跡
）
を
発
見
し

た
時と
き
ざ
ね
も
く
す
い

實
黙
水
氏
を
顕
彰
す
る
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
総
社
市
の
吉
備
考
古
館
か
ら
里

帰
り
し
た
時
實
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

や
、
黙
水
氏
の
遺
品
・
手
紙
な
ど

を
公
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
黙
水
氏
の
半
生
を
描
い

た
紙
芝
居
の
公
演
や
座
談
会
も
行

い
ま
す
。

▽
日
時　

　
６
月
13
日
（
金
）
～
15
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
参
加
費　
無
料

　

寒
風
陶
芸
会
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

問   
黙
水
さ
ん
ま
つ
り

  

相
続
遺
言
・
登
記
・

  

成
年
後
見
等
相
談

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
カ
ラ
オ

ケ
の
愛
好
者
が
集
ま
っ
て
、
文
化

祭
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。
文
化
祭
（
邑
久
会
場
）
と

は
別
日
程
で
、
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
普
段
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し

ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

７
月
６
日
（
日
）
午
前

　
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

  

教
科
書
展
示
会
を

  

開
催
し
ま
す

　
市
で
は
、
教
科
書
の
調
査
・
研

究
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
教
科
書

と
教
科
書
の
採
択
制
度
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
小
・
中

学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
の

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

   

６
月
13
日
（
金
）
～
29
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
月
曜
日
を
除
く
）

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館

　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
９
６
８

問 ▽
入
場
料　
無
料

　

中
央
公
民
館

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
７
６
１

問

▽
日
時

　
６
月
18
日
（
水
）
～
23
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
７
時
30
分

▽
場
所　
天
満
屋
地
下
タ
ウ
ン　

　
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

　
（
岡
山
市
北
区
表
町
２-

１-

１
）

▽
観
覧
料　
無
料

　

公
益
財
団
法
人　

邑
久
光
明
園

友
愛
会
（
邑
久
光
明
園
福
祉
課
）

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
５
７
４

問

  

人
権
啓
発
展
示
会

問

問

人の動き《平成 26 年 5 月 1 日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３８，５９６人 （＋４９） 男 １８，３８９人  （＋２１）

世帯 １５，０４５世帯 （＋６１） 女 ２０，２０７人  （＋２８）

①行政相談（主に行政全般に関する相談）�
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談（要予約）� 　
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談�
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談）�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会�
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）�
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）�
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
⑪子どもの健診�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑫窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑫の日時は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

６月 30 日（月）が納付期限の市税・保険料
市県民税【１期】（全期前納）
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

1 日
２ 月
3 火
4 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

5 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル
⑫窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

6 金
7 土

8 日
体 歩こう会　熊山英国庭園コース　8：29 邑久駅発赤穂線
体 瀬戸内市バドミントン大会　8：00 ～　邑久中学校体育館

9 月
10 火 ⑦こころの健康相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

11 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑪ 1 歳 6 か月児健診【対象：平成 24 年 11 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

12 木 ⑪ 2 歳児健診【対象：平成 24 年 2 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

13 金 ⑥離乳食講習会【対象：4 ～ 6 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

14 土
15 日
16 月
17 火

18 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑪乳児健診（9か月児）【対象：平成 25年 9月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

19 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

20 金 ⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

21 土
22 日
23 月
24 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

25 水
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
⑪３歳児健診【対象：平成 22 年 12 月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

26 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル

27 金 ③なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

28 土

29 日 体 瀬戸内市夏季ソフトバレーボール大会
　8：00 ～　牛窓中学校体育館、牛窓町民体育館

30 月

刀 美

休
館
日

齋
正
機
展 （
～
7
月
21
日
）

こ
と
わ
ざ
か
ら
見
る
・
な
る
ほ
ど
日
本
刀
（
～
７
月
６
日
）

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

　古式鍛錬の公開　6 月 8 日（日）　
　11：00 ～ 12：00、14：00 ～ 15：00
　小刀製作講座　6 月 7 日（土）、6 月 21 日（土）
　10：00 ～ 16：00（随時受講可能）
※ 1 行程 2 回（1 回約 5 時間）、
　受講料 1 回 2,000 円、材料費 1 本 10,000 円
※鍛錬、火づくりは前もって刀匠が行います。
※詳細はお問い合わせください。

刀

刀

古式鍛錬
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休
館
日

休
館
日



　４月 19 日、牛窓町公民館で、書家の金澤翔

子氏による席上揮
きごう

毫と翔子氏の母親である金澤

泰子氏によるトークショーを行いました。

　会場は、300 人の参加者で満席。翔子氏は墨

がたっぷりと付いた大きな筆を両手で振り下ろ

し、体全体を使ったダイナミックな筆運びで、

「感謝」の２文字を書き上げました。

　トークショーで泰子氏は、ダウン症の翔子氏

との今までを振り返り「たくさん苦労はしたが、

今は幸せ。闇の中にこそ光がある。翔子は欲が

なく、人に喜んでもらいたいという愛の思いが

満ちている」などと話しました。

　迫 力ある筆運びで思いを表現 金澤翔子氏による席上揮毫　

　４月７日、ＪＲ赤穂線長船駅で、黒田官兵衛

ラッピング列車の歓迎イベントを開催しまし

た。関係者らが待ち受ける中、列車は定刻どお

りにホームに到着し、拍手で迎えられました。

　ＮＨＫ大河ドラマ「軍師官兵衛」で黒田官兵

衛を演じる岡田准一さんや官兵衛の曽祖父の墓

がある妙興寺や備前福岡との関わりを紹介する

パネルを展示している仲﨑邸などの写真が大き

く掲載されたこの列車は、11 月までＪＲ赤穂

線（岡山駅～播州赤穂駅）を運行予定。黒田家

ゆかりの地である瀬戸内市のＰＲにも一役買う

ことが期待されています。

　赤  穂線沿線でも黒田官兵衛をＰＲ 黒田官兵衛ラッピング列車

　市  民の権利擁護を強化 岡山大学大学院法務研究科との連携協力　

手を挙げて列車を見送る（左下）／妙興寺や仲﨑邸の写真も掲載（右上）

「感謝」の２文字を書き上げる金澤翔子氏

重利和徳ピアノリサイタル
牛窓シーサイドホール

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希
望する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
全ての原稿や作品を掲載できない場合もあ
りますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所秘書広報課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

　牛窓シーサイドホール会では、重利和徳氏によるピアノリサ
イタル（ピアノ独奏会）を開催します。演奏曲は、リスト作曲
「愛の夢第３番」「ハンガリー狂詩曲第２番」などです。事前に
予約を希望する場合は、お問い合わせください。

▽日時　６月 29 日（日）　午後２時～（午後１時 30 分開場）

▽場所　牛窓シーサイドホール
　（牛窓町牛窓 2448）

▽入場料（前売り・当日券共に）
　一般５００円、高校生以下２００円　
　　牛窓シーサイドホール会
☎０８６９-３４ - ２００８
問予

　４月 30 日、岡山大学大学院法務研究科と市

は、連携協力に関する協定を締結しました。協

定調印式で、武久顕也市長は「４月に設置した

瀬戸内市権利擁護センターを運営していく上

で、現場職員の法務能力の向上が急務と感じた」

と、岡山大学大学院法務研究科長上田信太郎氏

は「同センターが抱える法的な問題の解決につ

いて、密接な連携を取りながら少しでもお役に

立ちたい」などとあいさつ。この協定により、

市は岡山大学大学院法務研究科から、同セン

ターを運営する上で法的支援などの協力を得ら

れることになります。 協定書を手に握手を交わす岡山大学大学院法務研究科長上田信太郎氏（写真右）と武久市長
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市民ギャラリー

▼

大
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撮影場所　長船町福岡
撮影日　平成 26 年４月 27 日
撮影者　名刀太鼓のファンさん
コメント　演奏とスマイルが最高でした。

瀬戸内写真館

わが家の宝１歳です！わが家の宝１歳です！わが家の宝１歳です！ Akari
 平成24年 9月28日生まれ

飯塚朱
あ か り

里ちゃん
お住まい　邑久町山田庄
ひとこと　
外で遊ぶのが大好き。
お兄ちゃんと仲良く元気に大きく
なってね。
（父 陽一さん　母 浩美さん）

▼
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ん


